
家庭教育学級の手引き

ふじみ野市教育委員会学校教育課



家庭教育学級とは

「家庭教育学級」は、子育てに関わる保護
者の「学びの場」として、市内小・中学校
のPTAなどを中心に開催しています。

企画運営は、PTAなどの家庭教育学級を担当
する保護者の方が行っています。



家庭教育学級の進め方

①各担当の役割を決めましょう。

はじめに、各担当の役割を決めましょう。
学級長、副学級長や各講座のリーダーなど
の必要な役割を決め、学級長一人に負担が
かかりすぎないように工夫しましょう。



家庭教育学級の進め方

②講座内容、開催日時、会場など決めましょう。

講座内容、開催日時、会場のほか、講座の定員
や参加者の持ち物、申し込み方法などを決めま
しょう。

各学校では自主的な企画のほか、ふじみ野市役
所・社会教育課が主催する「人権教育研修会」
や市民大学ふじみ野が主催する「特別公開講
座」、入間東部地区事務組合消防本部が開催す
る「救命講習」などを取り入れています。



「人権教育関係」
ふじみ野市役所社会教育課
問い合わせ先 電話049-220-2087

①人権教育研修会

②人権教育親子映画会

③人権講演会

参考



「市民大学ふじみ野特別公開講座」
ふじみ野市役所協働推進課
問い合わせ先 電話049-262-8123

最新の講座情報や受講申込み方法は、
協働推進課へご確認ください。

参考



「救命講習」
入間東部地区事務組合消防本部
問い合わせ先 電話049-261-6673

最新の講習情報や受講申込み方法は、入間東部地区事
務組合消防本部ホームページをご確認ください。

http://www.irumatohbu119.jp/shobo/

参考



家庭教育学級の進め方

③企画した講座の講師を選びましょう。

各学校に「講師一覧」などをお配りします
ので、講師を選ぶ参考にしてください。

また、講師謝礼の有無を確認して、謝礼金
額を決めましょう。謝礼は講師１名につき
５千円を基本として、市が講師へ支払いま
す（口座振込）。

市が支払う各学校の講師謝礼の年間上限金
額は１万円です。



家庭教育学級の進め方

④その他必要経費を確認しましょう。

講座を開催するには、紙代などが別途必要
となる場合があります。各学校のＰＴＡ予
算などを確認のうえ、手配してください。

講座の開催をお知らせするために使用する
紙については、学校教育課で準備できる場
合がありますので、ご相談ください。



家庭教育学級の進め方

⑤実施計画を作り、学校教
育課へ報告しましょう。

①〜④までが決まりまし
たら、実施する家庭教育
学級の内容を市ホーム
ページの家庭教育学級
ページに掲載している
フォームに入力してくだ
さい。



家庭教育学級の進め方

⑥保育が必要な場合は、保
育ボランティア派遣依頼を
学校教育課に報告しましょ
う。

３週間前までに市ホーム
ページの家庭教育学級ペー
ジに掲載しているフォーム
に入力してください。

派遣可能な保育ボランティ
アを調整します。



家庭教育学級の進め方

⑦講座当日の運営

司会が講座を進めますが、講師紹介後は、
講師の方に進行をお任せすると良いでしょ
う。

・講師謝礼を市が負担する場合は、後日講
師の口座へ謝礼を振込みます。

講師が「口座振込金融機関登録(変更)申請
書」等を持参した場合は、受け取っていた
だき、学校教育課に提出してください。



家庭教育学級の進め方

⑧家庭教育学級開催を報告
してください。

全ての講座が終了後、開
催した家庭教育学級の内
容を市ホームページの家
庭教育学級ページに掲載
しているフォームに入力
してください。

提出期限は、１月末まで
となります。



説明は以上です。
お疲れ様でした。


